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TueWedThuFri

Special steel Stainless steel Cast and forged steel

電炉・スクラップ
技術・環境・エンジ

海外情報鋼板・二三次製品
需要産業

TueWedThuFri

鋼管・建材・線材
二三次製品 特殊鋼・ステンレス・鋳鍛鋼

Special steel Stainless steel Cast and forged steel

特殊鋼・ステンレス・鋳鍛鋼
Mon

新
聞
記
事
の
複
製
許
諾
は

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
へ
ご
相
談
を

　

新
聞
記
事
は
著
作
権
法
で

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。著
作

権
者
の
許
諾
を
得
て
い
な
い

コ
ピ
ー
、パ
ソ
コ
ン
へ
の

デ
ー
タ
取
り
込
み
な
ど
は
違

法
と
な
り
ま
す
。業
務
上
、コ

ピ
ー
や
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
が
必
要
な
場
合
は
、大
阪

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
☎
０
６

（
６
４
４
３
）８
５
５
０
に
ご

相
談
下
さ
い
。　
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日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版
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０
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９
１

購
読
の
申
し
込
み

イノウエ
「
エ
ン
ジ
提
案
」を
本
格
展
開

顧
客
の

期
待
追
求

火
力
発
電
展
示
会
で
Ｐ
Ｒ

特殊鋼熱間
圧延鋼材生産

3
年
連
続
増
2079
万
㌧

3
年
連
続
増
2079
万
㌧

18
年
需
要
堅
調
で
ニ
ー
ズ
増
加

椿本チエイン

Ｖ
2
Ｘ
対
応
充
放
電
装
置

機
能
拡
充
図
り
進
化
改
良

クリナップ

新
高
知
展
示
場
オ
ー
プ
ン

生
活
価
値
提
案
充
実
図
る

全
特
協
大
阪
・
特
殊
鋼
倶
大
阪

共
催
工
場
見
学
会
を
開
催

3月1週

ススス
テテテ
ンンン
レレレ
ススス

原原原
料料料
価価価
格格格
動動動
向向向

3
月
平
均
6
・
05
㌦

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ニ
ッ
ケ
ル

開
催
告
知

開
催
告
知

5
月
か
ら
販
売
技
士

3
級
研
修
講
座
開
催

全
特
協
東
京

販
売
技
士
入
門
編

講
座
来
月
開
催

全
特
協
大
阪

ス
テ
ン
レ
ス
・
高
機
能
合
金
流
通
の
イ
ノ
ウ
エ（
本
社
＝
東
京
都
千
代
田
区
、

井
上
浩
樹
社
長
）
は
、
日
立
営
業
所
（
茨
城
県
日
立
市
）
を
主
体
に
展
開
す
る

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
提
案
」
を
本
格
始
動
し
た
。
同
社
は
2
0
1
9
年
2
月

27
日
―
3
月
1
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展
示
場
）
で
開
催
さ
れ

た
「
第
3
回
次
世
代
火
力
発
電
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
出
展
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

提
案
力
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
。

低
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
て
、
近
年
、
高
効
率
で

環
境
負
荷
の
少
な
い
次
世

代
火
力
発
電
シ
ス
テ
ム
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

「
第
3
回
次
世
代
火
力
発

電
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
は
発
電
プ

ラ
ン
ト
建
設
を
は
じ
め
、

保
守
運
用
に
必
要
な
制
御

シ
ス
テ
ム
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
技
術
、
プ
ラ
ン
ト

部
品
、
タ
ー
ビ
ン
ボ
イ
ラ

な
ど
を
展
示
す
る
こ
と

で
、
先
端
技
術
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
火
力
発
電
分
野
で

は
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン

ト
。イ

ノ
ウ
エ
は
、
同
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
に
18
年
か
ら
2
年
連

続
で
出
展
。
今
回
は
19
年

1
月
1
日
付
で
開
設
し
た

日
立
営
業
所
の
設
計
人
材

を
主
体
と
す
る
「
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
提
案
」
を
ア

ピ
ー
ル
。
計
画
段
階
か
ら

需
要
家
と
一
体
に
な
り
、

材
料
・
加
工
を
絡
め
た
設

計
提
案
を
推
進
し
て
い

く
。イ

ノ
ウ
エ
は
同
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
出
展
に
あ
た
っ
て
、
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る
日

本
ニ
ュ
ー
ロ
ン
（
本
社
＝

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
）

の
伸
縮
管
継
手
・
ダ
ン
パ
、

ま
た
日
本
ダ
イ
ヤ
バ
ル
ブ

（
本
社
＝
東
京
都
品
川
区
）

の
バ
ル
ブ
も
展
示
。
そ
の

一
方
で
、
鍛
造
品
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
シ
モ
ダ
フ
ラ
ン

ジ
（
本
社
＝
兵
庫
県
相
生

市
）
と
共
同
出
展
し
た
。

井
上
・
イ
ノ
ウ
エ
社
長

は
、「
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
『
お
客
様
の
期
待

に
応
え
続
け
た
い
。
そ
れ

が
我
々
の
喜
び
で
す
』
を

追
い
求
め
た
結
果
、
事
業

が
広
が
っ
て
い
る
。
今
回

の
火
力
発
電
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で

も
需
要
家
の
課
題
を
発
見

し
、
そ
れ
を
解
決
し
て
期

待
に
応
え
て
、
力
を
付
け

て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

経
済
産
業
省
の
統
計
に

よ
る
と
、
2
0
1
8
年
の

特
殊
鋼
熱
間
圧
延
鋼
材
生

産
量
は
前
年
比
2
・
2
％

増
の
2
0
7
9
万
㌧
と
3

年
連
続
で
増
え
た
。
直
近

10
年
で
は
、
14
年
の
2
0

9
1
万
㌧
に
次
い
で
2
番

目
の
水
準
。
自
動
車
や
建

設
機
械
、
産
業
機
械
な
ど

主
要
産
業
の
需
要
が
堅
調

に
推
移
し
、
特
殊
鋼
ニ
ー

ズ
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
見
ら
れ
る
。

四
半
期
ベ
ー
ス
で
見
て

も
、
全
四
半
期
で
5
0
0

万
㌧
超
を
記
録
す
る
な
ど

高
位
で
安
定
。
と
く
に
1

―
3
月
期
は
前
年
同
期
比

5
・
1
％
増
の
5
2
5
万

㌧
、
4
―
6
月
期
が
同
3

・
5
％
増
の
5
2
9
万
㌧

10
―
12
月
期
は
同
1
・
1

％
増
の
5
2
2
万
㌧
と
好

調
に
推
移
し
た
。

鋼
種
別
生
産
量
で
は
、

構
造
用
鋼
が
9
2
8
万
㌧

と
前
年
比
3
・
6
％
増
加

し
た
。
こ
の
う
ち
機
械
構

造
用
炭
素
鋼
は
5
2
3
万

㌧
と
同
4
・
3
％
増
え
て

お
り
、
構
造
用
合
金
鋼
も

4
0
5
万
㌧
と
同
2
・
7

％
増
と
な
っ
て
い
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
同
3

・
6
％
増
の
2
9
5
万

㌧
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｕ
Ｓ
3

0
4
系
は
同
5
・
1
％
増

の
1
1
9
万
㌧
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ

3
1
6
系
は
同
0
・
7
％

減
の
32
万

㌧
、
Ｓ
Ｕ

Ｓ
4
3
0

系
は
同
0

・
7
％
増

の
1
1
1

万
㌧
と
な

っ
た
。

こ
の
ほ

か
の
各
鋼

種
は
、
工

具
鋼
が
同

1
・
2
％

増
の
26
万
㌧
、
ば
ね
鋼
は

同
2
・
2
％
減
の
42
万

㌧
、
軸
受
鋼
は
同
1
・
8

％
増
の
1
0
2
万
㌧
、
快

削
鋼
は
同
3
・
5
％
増
の

65
万
㌧
、
ピ
ア
ノ
線
材
は

同
11
・
1
％
減
の
46
万

㌧
、
高
抗
張
力
鋼
は
同
1

％
増
の
5
6
1
万
㌧
だ
っ

た
。

近
畿
経
済
産
業
局
、
産
業

機
械
メ
ー
カ
ー
、
大
阪
大
学

な
ど
産
官
学
が
連
携
し
て
、

3
Ｄ
積
層
造
形
を
活
用
し
た

新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
の
普
及

を
目
指
す
動
き
が
関
西
地
区

を
中
心
に
本
格
始
動
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
加
速
す
る

「
3
Ｄ
積
層
造
形
に
よ
る
量

産
化
」
に
対
応
す
る
た
め
、

近
畿
経
済
産
業
局
は
本
年
1

月
に
日
本
初
の
『
3
Ｄ
積
層

造
形
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
革

新
拠
点
化
構
想
』
を
発
表
。

同
構
想
は
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
機
械
、
医
療
機
器
分

野
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
の

変
革
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
2

0
2
5
年
国
際
博
覧
会
に
つ

な
が
る
未
来
の
技
術
開
発
に

挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
も

の
。近

畿
経
済
産
業
局
や
大
阪

大
学
接
合
科
学
研
究
所
や
立

命
館
大
学
、
3
Ｄ
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
技
術
商
社
の
立
花

エ
レ
テ
ッ
ク
9
社
は
じ
め
3

Ｄ
関
連
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
で

構
成
す
る
「
3
Ｄ
も
の
づ
く

り
普
及
促
進
会
」、大
阪
産
業

技
術
研
究
所
な
ど
が
参
加

し
、
実
用
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
拠
点
を
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク

本
社
内（
大
阪
市
西
区
）に
、

5
月
下
旬
を
め
ど
に
開
設
。

最
新
の
樹
脂
、
金
属
3
Ｄ
装

置
の
展
示
や
試
作
デ
モ
、
海

外
動
向
や
試
作
事
例
紹
介
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
ほ

か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
個
別
企
業
へ
の
相
談
な

ど
も
行
う
。
ま
た
、
技
術
的

支
援
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
関
西
管
内
の
公
設
技
術

研
究
所
お
よ
び
大
学
支
援
に

よ
る
3
Ｄ
造
形
の
技
術
開
発

支
援
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形

成
に
よ
る
共
同
開
発
な
ど
も

手
掛
け
る
。

拠
点
開
設
に
先
立
ち
、
先

週
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
は

関
係
者
ら
約
2
0
0
人
が
参

加
。
連
携
支
援
機
関
で
あ
る

大
学
が
展
開
す
る
、
3
Ｄ
積

層
造
形
に
よ
る
先
端
的
実
用

化
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
等
が

紹
介
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
（
三
次
元

積
層
造
形
装
置
）
の
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
は
、
2
0
1
6
年

の
約
2
7
0
0
億
円
か
ら
20

年
に
は
8
7
0
0
億
円
と
3

倍
以
上
の
成
長
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
装
置
や
材
料
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
世
界
の
3

Ｄ
プ
リ
ン
ト
関
連
市
場
は
22

年
ま
で
に
約
2
兆
5
3
0
0

億
円
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

に
占
め
る
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の

日
本
市
場
は
、
16
年
は
約
3

％
の
1
2
1
億
円
、
22
年
の

予
測
も
約
2
％
の
1
9
0
億

円
し
か
な
く
、
そ
の
成
長
率

も
世
界
の
年
率
20
％
以
上
の

成
長
に
比
べ
て
、
日
本
は
約

9
％
程
度
の
伸
び
と
か
な
り

小
さ
い
。

10
年
以
上
遅
れ
て
い
る
欧

州
な
ど
海
外
の
流
れ
に
い
か

に
追
い
つ
け
る
か
。
3
Ｄ
積

層
造
形
が
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
に
幅
を
持
た
せ
る
ツ
ー
ル

と
し
て
、
ま
た
若
い
技
術
者

が
次
世
代
の
夢
の
技
術
を
実

現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
実

用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
当
社
グ
ル
ー
プ
の
製

造
技
術
を
評
価
い
た
だ
い

た
き
一
緒
に
夢
を
み
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思

う
」
と
語
る
の
は
、
特
殊

鋼
流
通
大
手
、
井
上
特
殊

鋼
の
井
上
寿
一
社
長
。

本
年
1
月
に
打
ち
上
げ

成
功
し
た
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
J
A
X
A
）

の
個
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト

「
イ
プ
シ
ロ
ン
」
4
号
機

に
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
Ａ
Ｌ
Ｅ
（
エ
ー
ル
）
が

手
掛
け
る
世
界
初
の
「
人

工
流
れ
星
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
小
型
衛
星
も
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
発
射
装

置
の
一
部
に
、
井
上
特
殊

鋼
グ
ル
ー
プ
で
精
密
加
工

を
行
う
ダ
イ
ニ
チ
（
岐
阜

県
可
児
市
）
に
よ
る
加
工

製
品
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。

特
殊
な
金

属
の
粒
を
人

工
衛
星
か
ら

宇
宙
空
間
に

放
出
し
て
、

大
気
圏
に
突

入
さ
せ
る
こ

と
で
、
流
れ

星
を
人
工
的

に
再
現
さ
せ

る
と
い
う
前

人
未
到
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
2
0
2

0
年
の
東
京

五
輪
で
の
採
用
も
さ
さ
や

か
れ
て
い
る
。

ダ
イ
ニ
チ
が
提
供
し
た

部
材
は
、
高
度
約
4
0
0

㌔
上
空
を
周
回
す
る
衛
星

か
ら
、
直
径
1
㌢
程
度
の

金
属
粒
を
打
ち
出
す
流
星

源
放
出
機
構
に
用
い
ら
れ

る
長
さ
40
㌢
の
金
属
の

筒
。
秒
速
8
㌔
の
移
動
す

る
衛
星
か
ら
7
0
0
0
㌔

先
で
大
気
圏
に
突
入
し
、

直
径
2
0
0
㌔
の
範
囲
で

見
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、

少
し
で
も
ず
れ
る
と
そ
の

場
所
で
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
予
定
地
点
に
ね
ら

い
通
り
に
打
ち
出
す
た
め

に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
4

0
0
㍉
の
長
さ
で
真
円
度

5
㍈
の
精
度
。
同
社
が
得

意
と
す
る
ホ
ー
ニ
ン
グ
加

工
（
加
工
対
象
物
の
内
径

を
精
密
に
砥
石
研
磨
す
る

処
理
法
）
に
よ
り
、
実
現

し
採
用
さ
れ
た
。
同
社
社

長
も
兼
務
す
る
井
上
社
長

は
「
世
界
初
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
翼
が
担
え
た
ら

幸
い
」
と
も
。

（
福
）

椿
本
チ
エ
イ
ン
（
本
社

＝
大
阪
市
北
区
、
大
原
靖

社
長
）
は
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
の
急
速
充
電
コ

ネ
ク
タ
を
通
じ
て
、
Ｅ
Ｖ

と
公
共
施
設
や
ビ
ル
、
工

場
な
ど
の
電
力
網
を
双
方

向
に
つ
な
ぐ
Ｖ
2
Ｘ
対
応

充
放
電
装
置
「
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
」
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
た
。
機
能
拡
充
に
よ

り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー

プ
ラ
ン
ト（
仮
想
発
電
所
）

の
リ
ソ
ー
ス
で
の
活
用

や
、
災
害
時
な
ど
の
非
常

用
電
源
と
し
て
の
採
用
を

ね
ら
う
。

同
社
は
2
0
1
3
年
に

「
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
を
発
売

し
、
停
電
時
の
非
常
用
電

源
や
平
常
時
の
ピ
ー
ク
カ

ッ
ト
に
使
う
Ｖ
2
Ｂ
（
自

動
車
と
ビ
ル
の
間
で
電
力

の
相
互
供
給
を
す
る
技
術

や
シ
ス
テ
ム
）
対
応
充
放

電
装
置
と
し
て
、
公
共
施

設
を
中
心
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。

新
型
「
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」

は
、
S
i
C
双
方
向
イ
ン

バ
ー
タ
を
採
用
し
電
力
変

換
を
高
性
能
化
。さ
ら
に
、

装
置
本
体
と
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
一
新

に
よ
り
、
屋
外
で
の
視
認

性
や
操
作
性
向
上
を
実
現

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
建

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
と
の

豊
富
な
接
続
実
績
や
、
Ｅ

Ｖ
を
仮
想
発
電
所
リ
ソ
ー

ス
と
し
て
活
用
す
る
国
内

初
の
実
証
実
験
へ
の
参
画

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
込
ん

だ
、
事
業
者
向
け
の
Ｖ
2

Ｘ
（
自
動
車
で
情
報
を
や

り
と
り
す
る
技
術
や
シ
ス

テ
ム
の
総
称
）
対
応
充
放

電
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
特
徴
と
し
て
は
、

Ｅ
Ｖ
を
Ｖ
Ｐ
Ｐ
リ
ソ
ー
ス

と
し
て
電
力
調
整
に
活
用

し
、
高
応
答
、
高
精
度
な

充
放
電
が
制
御
可
能
。
ま

た
、
通
信

イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス

と
し
て
、

新
た
に
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
ｉ

ｔ
ｅ
（
各

機
器
が
シ

ス
テ
ム
内

で
相
互
接

続
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど

の
サ
ー
ビ

ス
を
実
現

す
る
た
め

の
通
信
仕

様
）
は
じ

め
産
業
向
け
の
通
信
使
用

に
も
対
応
す
る
予
定
で
、

見
え
る
化
お
よ
び
リ
モ
ー

ト
操
作
が
行
え
る
。ま
た
、

適
用
シ
ス
テ
ム
に
応
じ
た

Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、

電
力
計
測
器
、
カ
ー
ド
読

取
器
な
ど
を
組
み
込
め

る
。外

形
寸
法
は
4
0
0
×

1
5
0
0
×
3
0
0
㍉
、

質
量
は
1
1
4
㌔
。

ク
リ
ナ
ッ
プ

（
本
社
＝
東
京

都
荒
川
区
、
竹

内
宏
社
長
）
は

顧
客
接
点
強
化

の
一
環
と
し

て
、
交
通
利
便

性
の
向
上
と
生

活
価
値
提
案
の

充
実
を
目
的

に
、
高
知
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
を
移

転
し
、
3
月
1

日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

新
し
い
高
知
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
は
高
知
駅
前
か
ら
続

く
大
通
り
付
近
に
位
置

し
、
周
辺
に
は
大
型
家
具

店
や
書
店
な
ど
が
あ
り
、

生
活
環
境
が
整
っ
て
い

る
。シ

ョ
ー
ル
ー
ム
の
展
示

面
積
は
2
3
4
平
方
㍍
。

最
新
キ
ッ
チ
ン
の
使
用
を

体
験
で
き
る
「
キ
ッ
チ
ン

ス
タ
ジ
オ
」
や
、
セ
ミ
ナ

ー
開
催
な
ど
多
目
的
に
使

用
可
能
な
「
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
」
を
新
設
し
、
食
と

住
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
発
信
す
る
。

一
方
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
空

間
ま
で
の
居
住
ス
ペ
ー
ス

を
再
現
し
た
「
空
間
提
案

コ
ー
ナ
ー
」
を
3
セ
ッ
ト

設
け
て
お
り
、
暮
ら
し
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る

よ
う
工
夫
を
施
し
て
い

る
。高

知
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の

概
要
は
次
の
通
り
。

▽
所
在
地
＝
高
知
県
高

知
市
南
久
保
13
―
2

▽
電
話
番
号
＝
0
8
8

―
8
8
3
―
8
2
1
0

▽
営
業
時
間
＝
午
前
10

時
―
午
後
5
時

▽
定
休
日
＝
毎
週
水
曜

日
と
木
曜
日
（
第
1
木
曜

を
除
く
）
及
び
第
1
土
曜

日
（
夏
期
・
年
末
年
始
な

ど
有
り
）。

【
愛
知
】
全
日
本
特
殊

鋼
流
通
協
会
大
阪
支
部
と

特
殊
鋼
倶
楽
部
大
阪
支
部

は
こ
の
ほ
ど
、
愛
知
県
西

春
日
井
郡

の
三
菱
重

工
の
Ｍ
Ｒ

Ｊ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で

共
催
工
場

見
学
会
を

開
催
し

た
。
当
日

は
会
員
企

業
か
ら
57

人
が
参
加

し
、
組
立

工
程
の
見

学
な
ど
多

様
な
視
点

か
ら
「
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
」
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
Ｍ

Ｒ
Ｊ
）
を
体
感
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
開
発
か
ら
量

産
に
至
る
様
々
な
体
験
展

示
や
実
物
展
示
の
数
々
を

詳
し
い
説
明
を
受
け
な
が

ら
見
学
。
部
品
点
数
は
約

1
0
0
万
点
で
「
世
界
一

美
し
い
機
体
を
つ
く
る
」

を
合
言
葉
に
開
発
さ
れ
た

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
原
寸
大
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
搭
乗
し
、
フ
ラ

イ
ト
デ
ッ
キ
や
キ
ャ
ビ
ン

な
ど
な
ど
を
体
験
し
つ

つ
、
数
多
く
の
性
能
試
験

や
内
部
構
造
、
三
菱
重
工

グ
ル
ー
プ
の
歩
み
な
ど
に

理
解
を
深
め
た
。
ま
た
最

終
組
立
工
場
で
は
、
機
体

の
構
造
組
立
を
行
う
「
組

立
エ
リ
ア
」
で
間
近
に
実

物
を
見
学
し
、
参
加
者
は

日
本
の
航
空
機
産
業
の
新

し
い
息
吹
を
肌
で
感
じ
取

っ
た
。

現
地
6
日
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
ニ

ッ
ケ
ル
価
格
は
、
前
日
比

ポ
ン
ド
0
・
11
㌦
下
落
の

同
6
・
06
㌦
。
3
月
平
均

価
格
は
、
前
月
比
0
・
32

㌦
高
の
6
・
05
㌦
で
推
移
。

全
日
本
特
殊
鋼
流
通
協

会
東
京
支
部
は
、
2
0
1

9
年
度
の
「
特
殊
鋼
販
売

技
士
3
級
研
修
講
座
」
を

5
月
8
日
か
ら
開
始
す

る
。
1
回
2
時
間
で
合
計

15
回
。
6
月
27
日
ま
で
。

大
同
特
殊
鋼
と
日
本
高

周
波
鋼
業
か
ら
講
師
を
招

く
。
研
修
内
容
は
特
殊
鋼

の
基
礎
知
識
を
は
じ
め
構

造
用
鋼
、ば
ね
鋼
、軸
受

鋼
、工
具
鋼
、耐
熱
鋼
、ス

テ
ン
レ
ス
鋼
な
ど
の
概
要

に
つ
い
て
。
検
定
試
験
は

7
月
3
日
に
東
名
阪
な
ど

全
国
同
時
に
実
施
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

（
☎
03
―
3
6
6
9
―
5

8
0
3
）
ま
で
。

全
日
本
特
殊
鋼
流
通
協

会
大
阪
支
部
は
、
2
0
1

9
年
度
（
第
11
回
）
の
特

殊
鋼
販
売
技
士
入
門
編
研

修
講
座
を
4
月
11
日
午
前

10
時
か
ら
、鉄
鋼
会
館（
大

阪
市
中
央
区
）
5
・
6
号

室
で
開
催
す
る
。
講
師
は

日
立
金
属
西
日
本
支
社
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
熊
谷

敦
氏
。
営
業
に
限
ら
ず
一

般
職
や
営
業
補
佐
、
新
入

社
員
な
ど
も
対
象
と
し
て

お
り
、
多
数
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

（
☎
06
―
4
9
6
3
―
8

7
5
5
）
ま
で
。

前年

26.5
69
83
83
83
101

140
350

115

397
1600
271
780

前年
902.6
65.7
371.8
585.6
18.5
202.3
38.8
6.6
32.4

前月

20.5
72
88
88
87
105

145
350

120

349
1600
250
720

前月
846.3
70.4
378.5
573.4
18.7
189.5
37.8
7.8
27.1

前週

23.5
72
88
88
87
105

150
350

120

355
1600
253
770

（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（2月）

（単位=万㌧）

3月
8日
24.5
72
88
88
87
105

150
350

120

364
1700
249
770

814.1
67.4
388.2
596.3
19.5
169.2
43.5
6.7
32.8

〈市況〉
（東京相場、トン当たり千円）
鉄スクラップ（H2問屋買値）
小棒（異形19㍉）
H形鋼（200×100）
厚板（16―25㍉）
冷延薄板（1.0㍉）
表面処理鋼板
(電気めっき冷延下地、1.0㍉)
黒ガス管（50A）
ステンレス冷延鋼板
（SUS304、2.0㍉）
構造用鋼（SC材、丸鋼）

亜鉛（山元建値）
ニッケル （溶解用、市中相場）
アルミ地金（市中相場）
銅（山元建値）

〈関連項目〉
粗鋼生産（速報）
小棒生産（速報）
普通鋼国内出荷
普通鋼国内在庫
H形鋼ときわ会在庫
鋼材輸出（普通鋼通関実績）
鋼材輸入（普通鋼通関実績）
新設住宅着工（万戸）
新車登録 （万台、含む輸入車）

流
れ
星

放
出
装
置

「人工流れ星」事業に部材採用「人工流れ星」事業に部材採用
井上特殊鋼グループのダイニチ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
集
合
写
真

来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
イ
ノ
ウ
エ
の
ブ
ー
ス

（
右
が
井
上
社
長
、
左
は
西
舘
伸
一
・
イ
ノ
ウ

エ
品
質
保
証
部
部
長
）

新高知ショールームの外観

鉄鋼関連指標鉄鋼関連指標

3Ｄ積層造形によるモノづくり革新拠点化構想3Ｄ積層造形によるモノづくり革新拠点化構想

バージョンアップしたＶ2Ｘ対応充放電装置「eLINK」

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
活
用
推
進

近畿経済
産業局など

産
官
学
が
大
阪
に
拠
点


